
穴内出張所管内より

芸西支所管内より

じいじとばあばにあいにきたよ♪
濱田 凪紗ちゃん（９カ月）  

　仲良しのゴンくん＆ココちゃんと登場してく
れた凪紗ちゃん。いつもは柵越しなので、近
くで触れ合えてみんな嬉しそうですね ！
　凪紗ちゃんは住んでいる高知市から、毎週
のように祖父・正人さんと祖母・百合さんに
会いに来ています。昨年９月に生まれてから
半年間一緒に暮らしていたので、今は離れて
暮らす正人さんと百合さんが“凪紗ちゃんロ
ス”に。凪紗ちゃんは、正人さんと目が合う
とにっこり。百合さんの声には電話でも反応
するそうです。「可愛くてたまらんね」と２人
は凪紗ちゃんが来るのを毎週心待ちにしてい
ます。また、じいじとばあばに会いに来てね ！

はま  だ　 なぎ  さ

農業は面白い
加藤 亮さん（30）

　広島県出身の亮さんは、東京のテレビ局でカメ
ラマンとして活躍していました。25歳の時、北川村
のユズ加工販売会社で働いていた父から栽培のア
ルバイトに誘われて、高知県へ。県内でもテレビ局
で働いていましたが、取材で各地の農林水産業に
多く触れるなか、農業を本格的にやりたいという思
いが強くなりました。
　現在は、父が立ち上げた会社で取締役として、
栽培管理を担当しています。主となるユズは農薬
不使用で栽培し、フランスやドイツへも果汁を輸
出。葉ワサビとイタリアントマトは大手食品メーカー
と契約栽培し、家庭用商品の原料となっています。
「今は売上金額の目標達成を目指して、栽培技術
を向上させたい」と試行錯誤しながらも農業の面白
さを実感しています。

北川支所管
内より

国道沿いで爆睡しているのはボクだよ
小力くん（６）
飼い主：前田 浩功さん

　「竹内石油の向かいの車庫で爆睡しているのはボク
だよ～♪ 」。国道を安芸市方面へ東向きに運転して
いると、一度はそのかわいい寝顔を見かけたことがあ
るのではないでしょうか ？  小力くんは目の前の大渋滞
なんか気にもせず、いつも気持ちよさそうに寝ていま
す。寝るのが仕事ですが、退屈してくると車庫のゴミ
を散らかしたり、クッションをボロボロにしたりとやん
ちゃにイタズラもしています。
　ドッグフードより、野菜が好きなベジタリアンの小力
くん。シンプルに煮ただけの野菜やじゃこをよく食べる
ので、健康的です。人懐っこい性格で、取材中もみ
んなに囲まれて大興奮 ！  「国道でボクと目が合ったら、
手を振ってね～♪ 」。

獣の通り道を見極めて
岡村 守凱さん（76）

　農業の傍ら、狩猟仲間と罠猟でシカやイノシシ、
ハクビシン、タヌキなどの捕護に取り組む守凱さん。
有害鳥獣駆除従事者が、限られた地域で狩猟期間
のみ行うことができます。地域では、民家や田畑で
シカやイノシシによる被害が見られたり、ハクビシン
がハウスのビニールを破って被害にあうこともありま
す。住民から「何とかしてほしい」と依頼が来ると、
守凱さん達は獣の通り道を見極めて、罠を仕掛け
捕獲します。
　捕獲した時に生きている動物は、命を無駄にせず
いただきます。イノシシはすき焼き、シカは凍らせた
肉を薄く切ってしょうが醤油で。なかでも、しっかり
太ったハクビシンのすき焼きは絶品だとか。「最近は
捕獲数も増えている。困っている住民のため、今後
も仲間と一緒に続けていきたい」と話してくれました。

おか むら　もり  よし

あき支所管
内より





は
、
防
風
対
策
や
発
病
枝
の
剪
除
、
ミ
カ

ン
ハ
モ
グ
リ
ガ
の
防
除
を
徹
底
し
ま
す
。

ま
た
、
強
風
雨
を
伴
う
前
線
や
台
風
の
襲

来
前
の
予
防
散
布
が
有
効
で
す
。

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

　

葉
上
で
６
月
中
旬
頃
か
ら
急
激
に
増
殖
を

始
め
、
６
月
下
旬
〜
７
月
に
最
も
密
度
が
高

く
な
り
ま
す
。
夏
場
に
高
温
・
乾
燥
し
た
年

は
翌
年
も
同
じ
場
所
で
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
の
で
注
意
し
て
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

ア
グ
リ
メ
ッ
ク　

２
０
０
０
倍

（
６
・
ア
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
系
）

そ
の
他
病
害
虫

　

６
月
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
や
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
の
防
除
適
期
に
な
る
の
で
し
っ
か
り

と
防
除
を
し
ま
す
。

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

　
　
　
　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

２
０
０
０
倍
〜
４
０
０
０
倍

　
　
　
（
４
A
・
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
）

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　
　
　
　

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
倍

　
（
４
C
・
ス
ル
ト
キ
シ
イ
ミ
ン
系
）

※
同
一
系
統
薬
剤
の
連
用
は
避
け
、
異

な
っ
た
系
統
の
薬
剤
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　

発
生
圃
場
は
次
作
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
に

特
に
土
壌
消
毒
を
徹
底
し
ま
す
。

（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
３‐

１・３‐２・３‐３
参
照
）。

土
づ
く
り

　

土
づ
く
り
と
は
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
な
ど
の

養
分
の
補
給
だ
け
で
な
く
、
輪
作
・
有
機

物
の
施
用
・
深
耕
・
排
水
な
ど
と
い
っ
た
複

合
的
な
対
策
を
行
い
、
作
物
の
根
を
と
り
ま

く
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。

　

有
機
物
施
用
に
よ
る
効
果
に
は
、
養
分
の

供
給
や
土
の
物
理
性
の
改
善
の
他
に
、
養
分

の
保
持
、
緩
衝
能
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
の
増
大
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
特
に
ハ
ウ
ス
土
壌
で
は
有
機

物
の
消
耗
が
激
し
い
為
有
機
物
を
定
期
的
に

補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

堆
肥
類
に
お
い
て
は
堆
積
期
間
中
に
コ
ガ

ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
が
寄
生
し
て
い
る
場
合
や

未
分
解
有
機
物
の
心
配
が
あ
る
の
で
、
堆
肥

を
投
入
す
る
と
き
に
は
湛
水
前
ま
た
は
土
壌

消
毒
前
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

稲
ワ
ラ
や
ケ
イ
ン
ト
ッ
プ
、
バ
ー
ク
堆
肥

は
土
壌
の
物
理
性
の
改
善
効
果
が
高
く
、
家

畜
ふ
ん
堆
肥
は
肥
料
的
効
果
が
高
い
で
す
。

目
的
に
合
っ
た
有
機
物
資
材
を
使
用
し
、
施

用
す
る
際
に
は
土
壌
分
析
を
行
い
、
投
入
量

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
園
芸

栽
培
終
了
時
の
注
意
点

　

栽
培
期
間
も
終
盤
と
な
り
ま
し
た
。

栽
培
が
終
わ
る
と
同
時
に
次
作
へ
の

準
備
期
間
と
な
り
ま
す
。
次
作
に
良

い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
土
壌
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
安芸ブロック
大北　展浩

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
久保　巴哉

作
物
残
さ
処
理

　

青
枯
病
、
ナ
ス
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
、

ピ
ー
マ
ン
立
枯
病
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
被
害
株
、

疫
病
が
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
罹
病
株
を
圃

場
外
へ
持
ち
出
し
残
さ
処
理
材
の
利
用
を
行

い
、
菌
密
度
の
低
下
を
図
り
ま
す
。
圃
場
外

へ
持
ち
出
す
際
に
は
、
焼
却
場
の
利
用
な

ど
、
残
さ
を
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
適
切
に
処

分
し
ま
す
。

栽
培
終
了
時
の
蒸
し
込
み
処
理

　

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
黄
化
え
そ
病
を
伝
搬

す
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
ハ
ウ
ス
外
へ
の
飛
散
を

防
ぐ
た
め
、
収
穫
の
終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
は
引

き
上
げ
前
（
株
を
抜
き
取
る
前
・
た
た
き

込
み
前
）
の
晴
天
時
に
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て

蒸
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

（
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
３‐１
参
照
）

土
壌
消
毒

　

青
枯
病
、
モ
ザ
イ
ク
病
、
ナ
ス
フ
ザ
リ
ウ

ム
立
枯
病
、
ピ
ー
マ
ン
立
枯
病
、
セ
ン
チ
ュ
ウ

生
理
落
果

　

旧
葉
の
落
葉
が
多
い
園
地
な
ど
で
は
、
旧

葉
か
ら
の
養
分
の
供
給
が
不
足
し
、
新
葉
と

花
と
の
養
分
の
競
合
が
起
こ
り
、
生
理
落
果

を
助
長
し
ま
す
。
気
温
や
日
照
も
関
係
し
、

生
理
落
果
期
に
25
℃
以
上
の
気
温
の
日
や
曇

天
の
日
が
続
く
と
生
理
落
果
が
増
加
し
ま

す
。
特
に
平
均
気
温
よ
り
も
２
℃
高
く
な
る

と
落
果
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

黒
点
病

　

被
害
果
は
病
菌
密
度
で
症
状
が
異
な

り
、
黒
点
型
、
涙
斑
型
、
泥
塊
型
と
な
り

ま
す
。
防
除
対
策
は
、
生
育
期
を
通
し
て

枯
れ
枝
を
除
去
、
適
期
に
薬
剤
散
布
す
る

事
が
重
要
で
す
。
梅
雨
入
り
前
に
１
回
、

そ
の
後
は
ダ
イ
セ
ン
類
な
ど
で
２
０
０
〜
２

５
０㎜
の
降
雨
後
ご
と
に
散
布
し
ま
す
。

か
い
よ
う
病

　

枝
葉
の
病
斑
で
越
冬
し
春
先
か
ら
の
降

雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
ま
す
。
伝
染
は
新
葉
、

幼
果
、
夏
秋
梢
葉
の
若
い
組
織
で
起
こ
り

や
す
く
、
樹
齢
の
若
い
樹
や
軟
弱
徒
長
の

樹
で
発
病
が
多
く
な
り
ま
す
。
防
除
対
策

　

梅
雨
入
り
し
雨
が
増
え
、
気
温

が
上
昇
す
る
時
期
で
す
。
こ
れ
か

ら
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ

梅
雨
時
期
の
防
除

現
・
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

門
田　

太
志

「
高
温
を
利
用
す
る
土
壌
消
毒
」

◆
晴
天
時
の
高
温
を
利
用
す
る

　

薬
剤
を
使
わ
な
い
土
壌
消
毒
の
方
法
と

し
て
、
太
陽
熱
処
理
や
米
ぬ
か
、
フ
ス
マ
を

利
用
し
た
土
壌
還
元
処
理
が
多
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
夏
期
晴
天
時
の
太
陽

熱
を
利
用
し
て
、
密
閉
し
た
施
設
内
を
高

温
に
し
て
地
温
を
上
げ
る
こ
と
で
土
壌
を

消
毒
し
ま
す
。

◆
処
理
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

太
陽
熱
処
理
も
土
壌
還
元
処
理
も
前
述

し
た
と
お
り
晴
天
時
の
太
陽
熱
を
利
用
し

た
方
法
で
、
土
壌
中
の
酸
素
を
奪
う
土
壌

還
元
処
理
は
や
や
低
い
温
度
で
も
効
果
が

出
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
『
晴
天
』
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
場
で
は
晴
天
が
安
定
し
な
い

梅
雨
時
期
に
処
理
し
て
い
る
状
況
を
見
か
け

ま
す
。
曇
雨
天
続
き
で
地
温
が
十
分
に
上

が
ら
な
け
れ
ば
、
土
壌
病
害
虫
が
死
滅
せ

ず
作
物
が
枯
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
土
壌
消
毒
の
処
理
は
い

つ
実
施
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

主
要
な
土
壌
病
害
虫
の
死
滅
温
度
や
時

間
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、
栽
培
ほ
場
で

は
平
均
地
温
が
40
℃
で
20
日
以
上
あ
れ
ば

防
除
効
果
が
現
れ
る
と
言
わ
れ
、
初
め
か
ら

晴
天
が
連
続
す
る
ほ
う
が
効
果
が
得
ら
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
天
気
予
報
を

確
認
し
て
、
向
こ
う
３
日
間
以
上
晴
天
が

続
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
処
理
を
開
始
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
参
考
ま
で
に
、
高
知
県
の
梅

雨
入
り
の
平
年
値
は
６
月
５
日
頃
、
梅
雨
明

け
は
７
月
18
日
頃
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
事
例
で
は
、
梅
雨
の
連
続

し
た
晴
れ
間
や
梅
雨
明
け
後
に
処
理
し
た

場
合
は
期
待
通
り
の
効
果
が
出
て
お
り
、

農
家
の
み
な
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
や
っ

ぱ
り
お
日
さ
ん
の
も
ん
や
ね
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
連
続
し
た
晴
天
に
土
壌

消
毒
が
で
き
る
よ
う
な
作
付
け
計
画
を
意

識
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

◆
地
温
を
上
げ
る
二
重
被
覆

　
「
処
理
時
に
曇
雨
天
が
続
い
て
温
度
が
あ

が
ら
な
か
っ
た
」、「
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
と
ハ

ウ
ス
資
材
が
傷
む
の
で
閉
め
き
り
た
く
な

い
」
と
い
っ
た
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
よ
り
地
温
を
上
げ
や
す
く
す
る

た
め
に
、
土
壌
被
覆
を
二
重
に
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
芸
西
村
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

図
１
の
よ
う
に
一
重
被
覆
に
比
べ
て
二
重
被

覆
に
す
る
こ
と
で
地
温
が
２
〜
３
℃
高
く
な

り
ま
し
た
。
太
陽
熱
処
理
は
地
温
40
℃
以

上
を
持
続
で
き
る
か
が
大
事
で
す
が
、
二
重

被
覆
す
る
こ
と
で
持
続
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
防
除
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

図１　太陽熱処理における二重被覆時と一重被覆時の地下20cmの地温に及ぼす影響
（農業技術センター・安芸農業振興センター調べ）
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▼
高
校
生
の
頃
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
美
し
い

県
産
花
に
触
れ
合
え
る
な
ん
て
貴
重
な
体

験
で
す
ね
。
大
人
に
な
っ
て
ぜ
ひ
、
こ
の

体
験
を
家
庭
や
社
会
で
活
か
し
て
ほ
し
い

で
す
。

高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル
は
、
生
徒
に
と
っ
て

も
良
い
体
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
写

真
か
ら
、
活
動
の
様
子
が
楽
し
く
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
公
教
育
の
光
と
な

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。　

（
安
田
支
所
・
56
歳
）

▼
オ
ー
テ
ピ
ア
で
は
、
８
つ
の
花
屋
さ
ん
が

交
代
で
展
示
さ
れ
て
い
た
と
か
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
店
の
個
性
を
楽
し
め
ま
す
ね
。

１
本
の
野
花
で
あ
っ
て
も
、
身
近
に
花
が

あ
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
３
月
に
オ
ー
テ
ピ

ア
で
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

足
を
と
め
て
、
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
あ
き
北
支
所
・
62
歳
）

▼
特
集
を
読
ん
で
、
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
き

嬉
し
い
で
す
。
花
屋
さ
ん
で
ぜ
ひ
、「
高
知

の
お
花
で
」
と
頼
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

５
月
は
母
の
日
、
６
月
は
父
の
日
。
お
花

を
買
う
習
慣
は
無
い
で
す
が
、
今
回
の
特

集
を
読
ん
で
、
大
切
な
人
に
お
花
を
贈
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
♪（

穴
内
出
張
所
・
32
歳
）

機
能
性
表
示
食
品
「
高
知
な
す
」
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、「
ナ
ス
を
食
べ
ん
と
い
か
ん

ね
ぇ
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
う
ち
ん
く

の
台
所
の
レ
シ
ピ
良
か
っ
た
で
す
。

（
あ
き
北
支
所
・
63
歳
）

農
作
業
着
も
オ
シ
ャ
レ
で
機
能
性
が
あ
り
、

種
類
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
〜
♪  

農
魂
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
百
姓
の
旦
那
さ
ん
に
是

非
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
！  

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
の
皆
さ
ん
も
輝
い
て
い
ま
す
ね
☆

（
室
戸
支
所
・
32
歳
）

▼
ナ
ス
の
レ
シ
ピ
作
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

か
？  

高
知
な
す
を
１
日
２
本
食
べ
る
と
、

血
圧
改
善
に
効
果
あ
り
！  

ぜ
ひ
、
毎
日
の

食
卓
に
ナ
ス
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

▼
モ
ン
ク
ア
の
農
作
業
着
、
ど
れ
も
お
洒
落

で
す
よ
ね
！  

フ
レ
ミ
ズ
の
皆
さ
ん
も
、
素

敵
に
着
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
農
魂
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
旦
那
さ
ま
に
ぜ
ひ
っ
！！

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
生
産
者
の
松
本
さ

ん
か
ら
、
取
材
時
に
貴
重
な
お
花

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
き
支
所

入
口
と
家
に
飾
っ
て
、
日
々
少
し
ず

つ
開
花
し
て
い
く
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
観

察
し
て
、
改
め
て
そ
の
美
し
さ
に

う
っ
と
り
。
春
野
町
の
雨
森
芍
薬
観

光
農
園
が
無
料
開
放
し
て
い
る
と
聞

き
、
早
速
行
っ
て
き
ま
し
た
！  
一
面

に
広
が
る
５
万
本
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク

は
、
圧
巻
。
と

て
も
綺
麗
で

し
た
！  

好
き

な
花
が
ま
た
ひ

と
つ
増
え
て
、

嬉
し
い
春
に
な

り
ま
し
た
。

（
竹
村
）

令和３年度新採職員のご紹介 ！４月から新たな仲間が加わりました。

税務相談日
令和３年７月14日（水）・８月12日（木）

あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

芝　圭佑
しば　　　　けい   すけ

①スポーツ、野球一筋10年です ！
②野球チームに入って、職員の皆さんとの
関係を築きたいです。それを仕事に活か
して、地域農業を盛り上げたいです。

あき支所　共済課

西岡　美波
にし   おか　　　 　み　  なみ

①韓国ドラマを見ること
②有限である時間を無駄にせず、笑顔を
大切に多くの人の役に立てるよう頑張り
ます。

あき東支所　信用課

大塚　友暉
おお   つか　　　  ゆう　  き

①食べること、体を動かすこと
②何事にもひとつひとつ丁寧に取り組ん
でいきたいです。

あき北支所　共済課

門田　味夏子
かど　 た　　　　み　  か　  こ

①音楽を聴くこと、食べること
②分からないことだらけですが、先輩方か
らたくさん吸収して頑張ります。

安田支所　信用課

若宮　俊也
わか　みや　　　　とし　  や

①海釣り
②地域の組合員の方に貢献できる職員を
目指します。

芸東営農センター
吉良川事業所

① 趣味・特技
② 一言

よろしく
お願いします ！ ！


